
▽
中
国
地
方
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
普
及
率

が
６
月
末
で
五
〇
・
六
％
と
な
り
、
初
め

て
五
〇
％
を
超
え
た
。
契
約
数
は
一
四
八

万
七
七
七
六
。
特
に
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
ア
ク
セ
ス

の
契
約
数
が
、
昨
年
１２
月
末
に
五
〇
万
を

超
え
て
か
ら
も
伸
び
続
け
、
六
一
万
一
七

三
三
と
な
っ
た
。
県
内
で
も
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

ア
ク
セ
ス
の
契
約
数
が
前
年
同
月
比
三
二

・
四
％
増
の
三
〇
万
二
五
八
八
と
好
調
。

Ｄ
Ｓ
Ｌ
ア
ク
セ
ス
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ア
ク
セ
ス

を
合
わ
せ
た
県
内
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

合
計
契
約
数
は
、
同
九
・
六
％
増
の
五
九

万
九
九
六
六
（
普
及
率
五
二
・
四
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

▽
�社
全
日
本
不
動
産
協
会
と
�社
不
動
産
保

証
協
会
の
県
本
部
（
森
武
司
本
部
長
）
は

１０
月
８
日
午
後
１
時
半
〜
５
時
、
広
島
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
文
化
ホ
ー
ル
で
「
県
本
部
創

立
プ
レ
二
〇
周
年
記
念
講
演
会
」を
開
く
。

津
村
重
行
氏
が
「
売
買
重
要
事
項
説
明
書

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
対
策
」
を
講
演
。

参
加
無
料
。
�電
二
四
一
―
七
六
九
六
。

▽
厚
生
労
働
省
指
定
養
成
校
の
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｄ

環
境
福
祉
専
門
学
校（
南
区
比
治
山
本
町
、

平
田
冨
美
子
校
長
）
は
１０
月
１８
日
午
後
２

〜
３
時
４５
分
、
南
区
比
治
山
本
町
の
県
社

会
福
祉
会
館
で
「
第
１４
回
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｄ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
講
演
会
」
を
開
く
。
元
県
立
大

大
学
院
生
物
生
産
シ
ス
テ
ム
研
究
科
教
授

で
現
県
農
業
協
同
中
央
会
役
員
付
審
査
役

の
持
田
紀
治
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
農
業
」

を
講
演
。
入
場
無
料
。
�電
二
五
四
―
九
〇

〇
〇
。

▽
千
代
田
観
光
協
会
は
１０
月
１９
日
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
、
道
の
駅
・
舞
ロ
ー
ド
Ｉ

Ｃ
千
代
田
で
「
舞
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
秋
の

舞
」
を
開
く
。
神
楽
や
太
鼓
演
奏
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
ほ
か
、
特
産
品
テ
ン
ト
で
地
元

の
新
鮮
野
菜
や
寿
司
、花
木
な
ど
を
販
売
。

鉄
道
忘
れ
物
掘
り
出
し
市
も
併
催
す
る
。

�電
〇
八
二
六
―
七
二
―
〇
一
七
一
。

▽
瀬
戸
内
海
汽
船
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
は

１２
月
２０
、
２１
日
、「
豪
華
客
船
〝
に
っ
ぽ
ん

ゆ

丸
〞
で
航
く
『
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
広
島
』

二
日
間
」
を
運
航
す
る
。
２０
日
正
午
に
広

島
港
を
発
ち
、
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
や

ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
、
シ
ョ
ー
な
ど
を

楽
し
ん
だ
後
、
２１
日
の
同
時
刻
に
帰
港
。

料
金
は
一
人
三
万
九
〇
〇
〇
円
（
一
室
三

人
利
用
）
〜
五
万
四
〇
〇
〇
円
。
申
し
込

み
は
二
人
か
ら
。�電
五
四
五
―
五
五
〇
一
。

▽
建
材
・
住
宅
機
器
販
売
の
小
林
�株
（
南

区
翠
五
丁
目
、
小
林
恭
光
社
長
）
は
１０
月

１８
、
１９
日
、
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
の
市
中

小
企
業
会
館
で
「
水
廻
り
フ
ェ
ア
・
木
材

銘
木
市
場
２
０
０
８
」
を
開
く
。
各
関
連

メ
ー
カ
ー
が
出
展
。
�電
二
五
三
―
一
一
七

一
。

▽
中
小
企
業
大
学
校
広
島
校
（
西
区
草
津

新
町
一
丁
目
二
一
―
五
）
は
１０
月
１４
、
１５

日
の
二
日
間
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営

術
〜
一
目
で
分
か
る
！
資
金
の
効
果
的
な

活
用
法
〜
」
を
同
校
で
開
く
。
西
野
税
理

士
事
務
所
の
西
野
光
則
所
長
、
�株
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
経
営
広
島
の
生
塩
千
秋
取
締
役
、

Ｚ
ａ
ｉ
ｍ
ｕ
�株
の
熊
野
留
美
子
社
長
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
重
視
し
た
経
営
体

質
改
善
に
つ
い
て
説
く
。
受
講
料
二
万
一

〇
〇
〇
円
。
�電
二
七
八
―
四
九
五
五
。

外
反
母
趾
で
悩

む
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
痛
み
や
変

た

こ

形
、
胼
胝
、
靴
が

は
き
に
く
い
な
ど
、

症
状
は
多
彩
、
切
実
で
す
。
外
反
母
趾
と

は
足
の
母
趾
（
親
指
）
が
付
け
根
の
関
節

か
ら
「
く
」
の
字
状
に
第
二
趾
の
方
へ
曲

が
っ
た
状
態
で
、
曲
が
り
角
度
が
三
〇
度

以
上
に
な
る
と
先
に
述
べ
た
症
状
が
深
刻

と
な
っ
て
き
ま
す
。

外
反
母
趾
の
主
な
原
因
は
、
ご
婦
人
で

ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
よ
う
な
つ
ま
先
が
細
く
踵

の
高
い
履
物
を
愛
用
す
る
こ
と
で
す
。
高

齢
に
な
る
と
筋
力
低
下
や
肥
満
も
一
因
と

な
り
ま
す
。
ま
た
母
趾
が
第
二
趾
よ
り
長

い
（
ギ
リ
シ
ャ
型
の
足
）
こ
と
や
扁
平
足

な
ど
先
天
的
あ
る
い
は
体
質
的
な
こ
と
も

原
因
と
な
り
ま
す
。

外
反
母
趾
で
は
曲
が
っ
た
分
だ
け
母
趾

の
付
け
根
の
関
節
（
Ｍ
Ｐ
関
節
�
母
趾
の

先
か
ら
二
番
目
の
関
節
）
が
亜
脱
臼
し
て

い
る
た
め
に
、
関
節
症
と
な
り
ま
す
。
曲

が
っ
た
部
分
の
突
出
し
た
部
分
が
履
物
と

当
た
る
な
ど
し
て
炎
症
（
バ
ニ
オ
ン
）
を

起
こ
し
ま
す
。
ま
た
進
行
す
る
と
足
の
筋

肉
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
筋
力
に
よ
り
外

反
が
助
長
さ
れ
ま
す
。

外
反
母
趾
に
は
第
五
趾
（
小
指
）
の
内

反
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
母
趾

と
第
五
趾
が
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
、
他
の

三
本
が
ハ
ン
マ
ー
ト
ウ
変
形
と
な
っ
て
い

る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
う
な
る
と

関
節
の
突
出
部
に
痛
み
を
伴
う
胼
胝
が
出

現
し
や
す
く
、
特
に
第
二
、
三
趾
の
足
底

で
中
足
骨
頭
部
に
大
き
な
胼
胝
を
形
成
し

ま
す
。
痛
い
か
ら
と
削
っ
て
も
骨
の
突
出

が
原
因
で
す
か
ら
、い
ず
れ
再
発
し
ま
す
。

自
然
経
過
は
、
治
癒
に
向
か
う
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
次
第
に
重
症
化
し
て
し

ま
い
ま
す
。
多
様
な
装
具
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
勢
を
変
え
る
ほ
ど
有
効
な

も
の
は
な
い
印
象
で
す
。
従
っ
て
治
療
は

根
治
を
求
め
る
な
ら
、
手
術
が
最
も
合
理

的
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

中
足
骨
の
骨
切
り
を
す
る
ミ
ッ
チ
ェ
ル
変

法
な
ど
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

こ
れ
ま
で
に
百
数
十
例
の
手
術
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
概
ね
良
好
な
結
果

を
得
て
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
何

よ
り
人
工
関
節
な
ど
と
違
っ
て
、
自
身
の

骨
の
向
き
を
変
え
る
だ
け
で
変
形
、痛
み
、

胼
胝
な
ど
の
難
題
を
解

決
し
正
常
に
で
き
る
の

で
、
完
治
ま
で
二
、
三

ヵ
月
を
要
し
ま
す
が
、

優
秀
な
治
療
法
と
考
え

て
い
ま
す
。

外
反
母
趾
の
治
療

広
島
市
南
区
医
師
会
監
事

真
田
整
形
外
科
リ
ハ
ビ
リ
科
理
事
長

真
田

諭

３
Ｇ
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